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以上

国 国 国 国 国 日

斎斎斎斎文
本 志

学 語 願
研； 鸞>蕊 >

邑子

i : e >導 導
導 名入し
た

五 石 堀
儡松 塁

指心キ

味 原 本 願
渕 望靡累に千 誠 隆

靡
正

典 秋 恵 教記
嗣

員名 入し
た

共 ヰ，，、 共 共 共 共
通 通 通 通 通 通
F E D C B A 

［ 
近 中 古 古 日

虔胃典 典 本
斎斎喜巫子 典

斎 ＾ 解炉科図
N I 日

本

眉上 贋
> ベ 目

斎
コ自 き・
を 且酋共含
む
、一 で

解
答
上
の
注
意

国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
「
専
門
科
目

・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の

「解
答
す
べ

き
問
題
」
（
選
択
―

S
選
択
八
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該
解
答

は
＿

o点
」
と
な
り
ま
す
。

②
「
専
門
科
目
・
共
通
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ

き
問
題
」
（
共
通

A
S
F
の
い
ず
れ
か
一
問
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、

当
該
解
答
は
「

0
点
」
と
な
り
ま
す
。

解答用紙は、「問題番号」ごとに一枚使用すること。全ての解答用紙の所定欄に、受験番号・氏名・研究

指導名・指導教員名、ならびに「問題番号」（例「選択八」・「共通A」など）を必ず記入すること。

解答用紙のホッチキスは、はずさないこと。また、無解答の解答用紙でも提出すること。

問題用紙は「十へ枚」（本ページ含む）、解答用紙は「二枚」です。必ず枚数を確認すること。
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書
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研 研 研 悶研 悶研 研
[ 導

> 悶 研ク九 茜ホr 究 究 究 ク九 究 究 究 研 コ目
指 指 指 指 指

指導
指 指 指

凰靡導 > 研
指し

導 導 導 導 導 導 導 導 導

靡導
導吃P 
名入
し

導 た

和 五 金 石 堀 内 中 田 大 福 新 松 松 町 幸 悶畠田 味 井 原 山 嶋 渕 津 家 美 本 木 田 田
渕 票

敦 景 千 誠 精 隆 句 雄 俊 哲
腐
正 守 国 希望t-: 

彦 典 子 秋 也 美 幸 彦 恵 弘 広 教記
嗣 子

員名 入し

た

晨 晨 晨
選
晨 晨晨 晨択

l ¥ 七 Iヽヽ 五 四

近 中 古
嵐 員 凸日 国

代 国 典 本 語
文 古 文 文 § 斎語 誓巫子

屡 ＾ 子 学 学

＾ 面学 1V 皿 II I 日
誓門本

罹 中 悶 上， す科世

>
ヘ，,目

文 文 文 き ． 
学 学 学 を 旦選侭含

む

、- で

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点

6
0
%
）
と
〔
専
門
科
目
・
共
通
〕

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題
〔
専
門
科
目
〕

（
配
点

4
0
%
）
と

【
国
語
教
育
専
攻
】

ー



三
、
高
校
一
年
生
の
「
国
語
総
合
」
を
担
当
し
て
い
る
A
先
生
は
、
ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
っ
て
、
芥
川

龍
之
介
の
三
つ
の
短
編
小
説
を
読
み
深
め
る
単
元
を
構
想
し
た
。
そ
の
際
、
指
導
目
標
と
評
価
規
準
を

「
話
す
力
」
の
観
点
で
設
定
し
、
全
五
時
間
の
指
導
計
画
を
立
て
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
国
語
科
の

B

先
生
か
ら
疑
義
が
出
さ
れ
た
。

B
先
生
の
疑
義
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
を
推
測
し
、
国

語
科
の
単
元
指
導
を
系
統
的
・
計
画
的
に
行
う
た
め
の
原
則
を
示
し
た
上
で
、
「
国
語
総
合
」
に
お
け

る
総
合
的
な
言
語
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
論
じ
な
さ
い
。

r 

r→ 
NMLKJ  ー GECA  

B

学
力
の
3
要
素

D

探
究
的
な
学
習
の
プ
ロ
セ
ス

F

大
村
は
ま

H

「
イ
エ
ス
シ
」
読
本

一
、
次
の

A
S
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

ワ
ー
ド
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ

調
べ
る
綴
方

筆
者
想
定
法

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

二
、
次
の

I
S
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
ぴ
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

時
枝
誠
記
の
古
典
教
育
観

昭
和
三
十
五
年
版
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
編
の
歴
史
的
意
義

一
九

0
0年
「
国
語
科
」
の
成
立

「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」
の
性
格

「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
」
と
は
何
か

言
語
発
達
に
お
け
る
「
二
次
的
こ
と
ば
」

選
択

しー一‘

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

国
語
教
育

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

・

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

l, • •一.』
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ONM  J
 
GDA  

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[

専

門

科

目

。

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

〔
選
択
二
〕

ア
ス
ペ
ク
ト

パ
タ
ー
ン

・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

チ
ョ
ム
ス
キ
ー

連
体
形
終
止
法
の
一
般
化

ハ
行
子
音
の
変
化
と
ハ
行
転
呼
音
に
つ
い
て

日
本
語
の
語
彙
の
多
様
性
（
特
に
語
種
の
観
点
か
ら
）
に
つ
い
て

日
本
語
に
お
け
る
動
詞
の
自
他
（
自
動
詞
•
他
動
詞
）
の
問
題
に
つ
い
て

三
日
本
語
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
。
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
具
体

例
を
交
え
な
が
ら
、
学
問
領
域
・
研
究
対
象
・
研
究
方
法
・
研
究
の
意
義
等
に
つ
い
て
多
角

的
に
述
べ
な
さ
い
。

次
の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

三
上
章

『
蝸
牛
考
』

フ
ィ
ラ
ー

神
代
文
字

B

キ
リ
シ
タ
ン
資
料

E

気
づ
か
な
い
方
言

H

歴
史
的
仮
名
遣
い

k

談
話
分
析

L
 

ー F C 

次
の
A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

日
本
語
学

9,9, 1 

--3 -



三
、
上
代
文
学
を
研
究
し
、
ま
た
国
語
科
の
教
材
と
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、

の
考
え
を
簡
潔
に
（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）
述
べ
な
さ
い
。

(
E
)
メ
ル
シ
ナ
型
神
話

(
I
)
大
伴
旅
人

(
F
)
海
幸
山
幸
神
話

(
J
)
国
見
歌

〔
選
択
三
〕

一
、
次
の

(
A
)
¥
（D
)
の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番

号
を
明
記
す
る
こ
と
。

(
A
)
『
古
事
記
』
の
成
立
事
情

(
B
)

「
山
川
原
野
名
号
所
由
」

(
C
)
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
一
書

(
D
)
『
萬
葉
集
』
巻
一

二
、
次
の

(
E
)
S
(
K
)
の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
以
内
）

な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

具
体
例
を
示
し
な
が
ら
、

(
G
)
雄
略
天
皇

(
k
)
『
播
磨
国
風
土
記
』

『→

古
典
文
学

(I
)

上
代
文
学
問
題

二
0
二
0
年

度

早

診
士
課
程
一

門
科
目
。
選

←-- 田
大
幽
大
学
院
教

。
外
壁
学
生
入
学
号

〖
国
語

(
H
)
東
歌

学
研
究
腐

翌
問
題

育
専
攻
〗

説
明
し

あ
な
た

（
上
代
文
学
問
題
以
上
）

・タ'



一
、
次
の
(
A
)
s
(
D
)
の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(
A
)
『
伊
勢
物
語
』
の
「
昔
男
」
の
特
質

(
B
)

『
更
級
日
記
』
と
物
語

(
C
)
『
源
氏
物
語
』
の
三
部
構
成
論

(
D
)
『
源
氏
物
語
』
の
諸
本
研
究
の
意
義

二
、
次
の

(
E
)
S
(
M
)

の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(
E
)
『
落
窪
物
語
』

(
F
)
『
伊
勢
集
』

(
G
)
『
夜
の
寝
覚
』

(
H
)
『
大
鏡
』

(
I
)
『
士
佐
日
記
』

(
J
)
『
讃
岐
典
侍
日
記
』

(
k
)
藤
原
彰
子

(
L
)
物
語
文
学
の
語
り

(
M
)
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
女
房

三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。

r--

選

択

四

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[

専

門

科

目

。

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

〕
古
典
文
学

(II)

中
古
文
学

解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

1,9999999 99,9 
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⑩

野

守

鏡

⑨

弁

内
侍
日

記

⑧
 

続
古
今
和
歌
集

⑦

物

語

二

百

番

歌

合

⑥
 

無
名
抄

⑤

義

経

記

④
 

宇
治
拾
遺
物
語

③

愚

管

抄

②

方

丈

記

①

太

平

記

二
、
次
の
①

S
⑩
の
中
か
ら

ilを
選
択
し
て
、
蘭
潔
に
説
明
し
な
さ

い。

⑧

両
統
迭
立
と
文
学
に
つ
い
て

ー 6

⑦

女

訓

書

の

成
立
と
展
開
に

つ
い
て

⑥
 
⑤
 

『
堀
河
百
首
』
の
和
歌
史
的
意
義
に
つ
い
て

中
世
の
勅
撰
和
歌
集
の
撰
者
に
つ
い
て

④
 

『
平
家
物
語
』
の
文
学
的
特
質
に

つ
い
て

③
 
②
 
①

軍

記

物

語

の

文

学

史

的

展

開

に

つ

い

て

〔選
択
五
〕

一
、
次
の
①

S
⑧

の
中
か
ら

ilを
選
択
し
て
、

説
話
集
の
文
学
史
的
展
開
に
つ
い
て

仏
教
と
中
世
文
学
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

古
典
文
学

、一
（
置
）

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専

門

科

目

・

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

中

世

文

学

詳
し
く
論
述
し
な
さ
い
。



二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

・

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

古
典
文
学

(lV)
近
世
文
学

一
、
井
原
西
鶴
•
松
尾
芭
蕉
・
近
松
門
左
衛
門
・
上
田
秋
成
・
与
謝
蕪
村
・
鶴
屋
南
北
・
山

東
京
伝

・
滝
沢
馬
琴
・
大
田
南
畝
の
中
か
ら
、

一
人
を
選
び
、
そ
の
文
芸
の
特
徴
と
文
学
史
上

の
位
置
に
つ
い
て
、
自
由
に
論
じ
な
さ
い
。

r•• 

「
好
色
物
」

の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
、

作
品
名
を
あ
げ
て
具
体
的

(
1
)
井
原
西
鶴
の

に
述
べ
よ
。

(
2
)
芭
蕉
俳
諧
に
お
け
る
旅
の
意
義
に
つ
い
て
、
『
奥
の
細
道
』
を
例
に
し
て
述
べ
よ
。

(
3
)
近
松
門
左
衛
門
「
世
話
物
」
浄
瑠
璃
の
作
品
名
を
二
つ
以
上
あ
げ
、
そ
の
概
要
と
特

徴
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(4
)
柳
亭
種
彦
の
文
芸
活
動
と
天
保
改
革
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(
5
)
山
東
京
伝
の
文
芸
活
動
と
寛
政
改
革
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(
6
)
鶴
屋
南
北
の
代
表
作
を
二
つ
以
上
あ
げ
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(
7
)
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
『
春
雨
物
語
』
の
概
要
と
創
作
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て
述

べ
よ
。

三
、
次
の

(
8
)
S
(
1
6
)

の
中
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(
8
)

浮
世
物
語

(
9
)

世
間
胸
算
用

(
1
0
)
武
家
義
理
物
語

(
1
1
)
猿
蓑

(
1
2
)
浮
世
風
呂

(
1
3
)
修
紫
田
舎
源
氏

(
1
4
)
春
色
梅
児
誉
美

(
1
5
)
金
々
先
生
栄
花
夢

(
1
6
)
南
総
里
見
八
犬
伝

二
、
次
の

(
1
)
S
(
7
)

の
中
か
ら
、

【
選
択
六
】

L.....J 

一
題
を
選
択
し
、
論
述
し
な
さ
い
。

7
 



(
I
)
菅
原
道
真

(
E
)
古
文

(
C
)
『
文
選
』

(
G
)
蘇
黄

(
H
)
四
大
奇
書

(
A
)
詩
経
の
六
義

イ ァ

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

。

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

〔
選
択
七
〕

中
国
古
典
文
学

唐
・
白
居
易
「
奥
元
九
書
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

口僕
敷
月
来
、
検
頑
嚢
衰
中
I‘

得
惰
菖
詩
洛
戌
＞
類
分
、
分
薦
一
巻
目
[
旦
酪
遺
凍
ヽ
凡
所
隠
所
軍
i

①
 調
於
美
刺
興
比
ー
者
、
又
店
ー
武
穂
蒼
{-元
和
（
因
乍
立
噴
r
題
為
畜
楽
府
渚
‘
共
一
百
五
十
首
、

②
 

謂
乏
諷
諭
見
又
或
退
公
獨
慮
、
或
移
頃
閑
居
、
知

vJE
保
＞
和
、
吟
辛
5

情
性
嗜
一
百
首
、
謂
l-

之
閑
適
詩
一
又
有
下
事
物
年
一
於
外
ー
情
理
動
於
内
｛
随
貪
g

遇
而
形
於
歎
詠
者
ー
百
首
ト
一
請
乏

□詩一
又
有
国
―
―
-
U

七
言
長
句
絶
句
‘
且
ー
一
百
韻
至
＿
雨
韻
者
四
百
餘
首
、
謂
之
維
律
詩
一

④
 

上

羹

千

五

雙

約

八

百

首

。

異

時

相

見

、

置

芦

章

繁

執

事

二

胃

‘

古

人

云

、

「

窮

則

獨

善

其

身

、

達

則

兼

清

天

下

」

。

常

師

此

語

一

大

丈

夫

所

ャ

守

者

道

、

*
1
嚢
衰
：
・
・
・
・
物
入
れ
や
文
書
袋
°

*

2

拾
遣
：
；
・
・
・
官
職
の
名
。
皇
帝
に
直
言
し
失
政
を
諫
め
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
。

*
2
武
徳
詑
元
和
：
・
・
・
・
「
武
徳
」
．
「
元
和
」
は
唐
の
元
号
。
磨
の
建
国
以
来
、
こ
の
文
が
書
か
れ
た
元
和
の
時
代
ま
で
の
意
。

・
閏
怨

〔
設
問
こ
空
欄
A
に
最
も
相
応
し
い
語
句
を
、
次
の
語
句
群
の
中
か
ら
一

．
詠

懐

．

邊

塞

〔
設
問
二
〕
傍
線
①
「
隅
於
：
・
・
・
・
比
者
」
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

〔
設
問
三
〕
傍
線
②
「
或
退
．．．．．． 
適
詩
」
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
四
〕
傍
線
③
「
微
之
」
は
、
白
居
易
が
こ
の
書
簡
を
寄
せ
た
相
手
の
字
で
あ
る
。
こ
の
人
物
の
氏
名
を
記
し
な

さ
い
。

〔
設
問
五
〕
傍
線
④
「
窮
則
・
・
・
・
・
・
天
下
」
を
、
書
き
下
し
文
に
す
る
か
、
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
ピ
ン
イ
ン
）
で

書
く
か
、
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
答
え
よ
。

戸

次

の

ア

S
オ
の
中
か
ら
―
つ
を
選
択
し
、

を
記
し
な
さ
い
。

「
文
言
」
と

、サ

．
懐
古

「
白
話
」

「詩
j

と
「
詞
」

□
次
の

(
A
)
S
(
J
)

に
説
明
し
な
さ
い
。

一

僕
雖
不
肖
、

二

の
相
違
に
つ
い
て

工
日
中
比
較
文
学
の
方
法
に
つ
い
て

．
感
傷

つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。

・
卸
事

そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、

の
相
違
に
つ
い
て

ウ
中
国
文
学
に
お
け
る
女
性
作
家
に
つ
い
て

オ
学
校
教
育
に
お
け
る
「
漢
文
」
教
材
に
つ
い
て

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、

(
B
)
会
意
文
字

(
F
)
『
文
鏡
秘
府
論
』

(
J
)
文
学
改
良
彿
議

問
題

し—..I

(
D
)
志
怪
小
説

所
待
時
。

＞
 

説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

3
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(
A
)
『
新
思
潮
』

(
D
)
『
新
青
年
』

(
G
)
安
部
公
房

(
B
)
「雁」

(
E
)
「
檸
檬
」

(
C
)
林
芙
美
子

(
F
)
「
人
間
失
格
」

日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

(
A
)
文
学
に
お
け
る
言
文
一
致
に
つ
い
て

(
B
)
夏
目
漱
石
の
新
聞
小
説
に
つ
い
て

(
C
)
新
感
覚
派
の
文
学
に
つ
い
て

(
D
)
「
文
芸
復
興
期
」
に
つ
い
て

(
E
)
「
読
者
論
」
に
つ
い
て

次
の

(
A
)
ー

(
G
)

[
選
択
八

『

近
代
文
学
]

の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
「
」
は
作
品
名
、
『
』
は
雑
誌
名
を
示
す
）

次
の
(
A
)
ー

(
E
)
の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
て
論
じ
な
さ
い
。

二
0
二
0
年
匿

修
土
課
程

門
科
目
。

択

]
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
究
斡

。
外
学
生
入
学
試
験
問
題

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

'

・

―
―
―
―
―
―
―
 

o
l
 



次
の
文
章
は
、
南
不
二
男
『
現
代
日
本
語
の
構
造
』
（
大
修
館
書
店
一
九
七
四
）
第
四
章
「
文
の
構
造
」
の
第
二
節
「
文
の
二

つ
の
側
面
」
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
（
部
分
的
に
改
変
・
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え

な
さ
い
。

[
共
通
A
]

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
語
学
（
含
日
本
語
教
育
）

松
木
正
恵

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
・
共
通
]
【
国
語
教
育
専
攻
】

/O 



※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
参
共
通
]
【
国
語
教
育
専
攻
】

I I 



問
5

問
1

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

:

共

通

【

国

語

教

育

専

攻

】

空
盟
①
工
④
一
に
、
「
デ
ィ
ク
ト
ウ
ム
」
か
「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
い
ず
れ
か
の
用
語
を
入
れ
な
さ
い
。

問
2

括
弧

(

X

)

（

Y

)

（

N

)

に
そ
れ
ぞ
れ
、
著
名
な
日
本
語
学
研
究
者
の
氏
名
を
入
れ
な
さ

い
。
（
な
お
、
本
文
中
に
手
書
き
で
記
載
さ
れ
た

「X
」
「
Y
」
「
N
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
研
究
者
の
姓
を
指
し
て
い
る
。
）

問
3

傍
線
部
ア
に
つ
い
て
、
助
動
詞
「
ら
し
い
・
な
い
・
た
」
が
叙
述
と
陳
述
両
方
に
ま
た
が
る
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

具
体
的
な
例
文
を
示
し
な
が
ら
、
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。

傍
線
部
イ
に
つ
い
て
、
芳
賀
緩
が
「
述
定
」
「
伝
達
」
と
呼
ん
だ
具
体
的
な
表
現
例
を
、
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
ず
つ
挙
げ
な
さ
い
。

傍
線
部
ウ
に
つ
い
て
、
林
四
郎
が
区
別
し
た
四
つ
の
段
階
（
「
描
叙
段
階
」
・
「
判
断
段
階
」
・
「
表
出
段
階
」
・
「
伝
達
段
階
」
）

を
、
具
体
的
な
日
本
語
表
現
に
当
て
は
め
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
次
の
例
文
を
用
い
て
、

各
段
階
の
区
分
を
当
て
は
め
な
が
ら
具
体
的
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
段
階
区
分
の
特
徴
に
つ
い
て
も
述
べ
な
さ
い
。

も
し
も
し
、
お
願
い
が
あ
る
ん
で
す
が
、
実
は
、
あ
の
ー
、
何
と
か
、
ひ
と
つ
、
そ
の
品
物
を
ゆ
ず
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

問
6

傍
線
部
工
に
つ
い
て
、
「
Y
の
詞
と
辞
の
区
別
の
論
は
別
と
し
て
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

Y
の
論
で
は
、
分
析

の
重
点
が
必
ず
し
も
文
の
末
尾
の
述
語
部
分
に
の
み
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的

に
は

Y
の
論
の
ど
の
よ
う
な
点
を
指
し
て
い
る
の
か
。
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
7

傍
線
部
オ
に
あ
る
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
南
不
二
男
は
、
こ
の
著
書
の
後
の
部
分
で
、
従
属
句
の
分
類
と
そ
の
段
階

性
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
南
が
用
い
た
具
体
的
な
段
階
名
を
示
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
が
後
世
の
文
法
研
究
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
言
及
し
な
さ
い
。

問
4

『

し旦
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問
3
閏
2
問
1

設
閾

閾
3
閾
2
関
ー

設
誦 〔

共
通
B
〕

-
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専
門
科
目
。
共
通
【
国
語
教
育
専
攻
〗

上
代
文
学
（
松
本
直
樹
）

（
注
意
）
設
問
お
よ
び
問
の
番
号
を
明
記
し
た
上
で
、
各
解
答
を
記
す
こ
と
。

次
の
文
章
は
『
古
事
記
』
上
巻
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
神
話
の
一
節
で
あ
る
。
真
福
寺
本
を
底
本
と
し
た
原
文
に
返
り
点
と
句
読
点
を

施
し
て
あ
る
。
括
弧
内
は
割
注
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

故
是
以
、
其
速
漬
佐
之
男
命
、
宮
可
二
造
作
一
之
地
、
求
二
出
雲
国
1

0

年
到
二
坐
浪
賀
（
此
二
字
以
レ
音
。
下
妓
レ
此
）
地
盃
呵
詔
之
、

A
吾
来
二
此
雌
、
我
御
心
漬
々
賀
々
斯
而
、
其
地
作
レ
宮
坐
。
故
其
地
者
於
レ
今
―
H
二
預
賀
一
也
。
絃
大
神
初
作
二
預
賀
宮
一之
時
、
自
二

其
腿
雲
立
騰
。
ホ
作
二
御
蠍
゜
其
歌
日
、

B
夜
久
毛
多
都
ャ
伊
豆
毛
夜
弊
賀
岐
＼
都
麻
碁
微
ケ
＼
、
夜
弊
賀
岐
都
久
流
｀
曽
能
夜
弊
賀

賃゚

傍
線
部
A
を
意
味
の
通
る
漢
字
仮
名
交
り
の
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
。

傍
線
部
B
を
意
味
の
通
る
漢
字
仮
名
交
り
の
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
。

こ
の
文
章
か
ら
分
か
る
『
古
事
記
』
の
文
体
の
特
徴
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
簡
潔
に
論
述
し
な
さ
い
。
（
解
答

用
紙
4
S
5
行
程
度
）

次
の
文
章
は
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
の
一
飾
で
あ
る
。
よ
く
説
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

モ

ジ

ア

ヤ

フ

ル

n
卜

ヘ

マ

n
ト

ウ

シ

ナ

ッ

ト

メ

さ
て
此
記
（
古
事
記
）
は
、
字
の
文
を
も
か
ざ
ら
ず
て
、
も
は
ら
古
語
を
む
ね
と
は
し
て
、
古
の
実
の
あ
り
さ
ま
を
失
は
じ
と
勤

た
る
こ
と
、
序
に
見
え
、
又
今
幻
パ
に
云
が
如
し
。
然
る
に
鍼
書
紀
い
で
き
て
よ
り
、

C
叫
公
刊
日
閑
7
で、，
1

ー彼

trみ尊み

カ
ラ
プ
9
ヽ

マ

ナ

ビ

ひ
て
、
此
記
は
名
を
だ
に
知
ぬ
も
多
し
。
其
所
以
は
い
か
に
と
い
ふ
に
、
漢
籍
の
学
問
さ
か
り
に
行
は
れ
て
、
何
事
も
彼
国
の
さ
ま

カ
ラ
ク
ー
―

を
の
み
、
人
毎
に
う
ら
や
み
好
む
か
ら
に
、
書
紀
の
、
そ
の
漢
国
の
国
史
と
云
ふ
み
の
さ
ま
に
似
た
る
を
よ
ろ
こ
び
て
、
此
記
の
す

な
ほ
な
る
を
見
て
は
、
正
し
き
国
史
の
体
に
あ
ら
ず
な
ど
云
て
、
取
ず
な
り
ぬ
る
も
の
ぞ
。

或
人
、
か
く
云
を
あ
や
し
み
て
問
け
ら
く
、
「
D
此
記
い
で
き
て
い
く
ば
く
も
あ
ら
ざ
る
に
、
又
書
紀
を
弓
撰
し
め
賜
へ
る
は
、
此

記
に
誤
あ
る
が
故
な
ら
じ
や
は
」
。
己
答
け
ら
く
、
「
然
に
は
あ
ら
じ
。
此
記
あ
る
う
へ
に
、
更
に
書
紀
を
撰
し
め
給
へ
る
は
、
そ

ヵ
ザ
リ

ォ

示

ヤ

ケ

カ

ラ

プ

ミ

マ

ナ

ピ

サ

カ

リ

h

/

の
か
み
公
に
も
、
漢
学
問
を
盛
に
好
ま
せ
た
ま
ふ
を
り
か
ら
な
り
し
か
ば
、
此
記
の
あ
ま
り
た
ゞ
あ
り
に
飾
な
く
て
、
か
の
漢
の

ア

サ

ア

サ

ア

カ

ズ

国
史
ど
も
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
見
だ
て
な
く
浅
々
と
聞
ゆ
る
を
、
不
足
お
も
ほ
し
て
、
更
に
広
く
事
ど
も
を
考
へ
加
へ
、
年
紀
を
立
な
ど

カ
ラ
ブ
ミ
ー
ア
ヤ

し
、
は
た
漢
め
か
し
き
語
ど
も
か
ざ
り
添
な
ど
も
し
て
、
漢
文
章
を
な
し
て
、
か
し
こ
の
に
似
た
る
国
史
と
立
む
た
め
に
ぞ
、
撰
し

め
賜
へ
り
け
む
」
。

傍
線
部
C
を
「
彼
」
「
此
」
の
指
示
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。

傍
線
部
D
を
「
此
」
の
指
示
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。

本
居
宜
長
は
、
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
や
文
章
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。
簡
潔
に
纏
め
な
さ
い
。
（
解
答
用
紙
4
S
5
行
程
度
）

F 

し

（
共
通
B
の
問
題
は
以
上
）
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問
五

問
一
問
二
問
三
問
四 I'1 

（
暉
峻
康
隆
編
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学

傍
線
部
の
書
誌
用
語
、

A
内
題

B
柱
刻

D
題
答
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

-

C

]

に
は
、
漢
字
六
字
の
説
話
集
が
入
る
。
そ
の
説
話
集
を
漢
字
で
記
せ
。

＿El_

一
に
は
、
漢
字
四
字
の
文
学
史
用
語
が
入
る
。
そ
の
用
語
を
漢
字
で
記
せ
。

-F

＿
と
百
’
_
|
]
に
は
、
咄
家
の
名
前
が
入
る
。
そ
の
咄
家
名
を
そ
れ
ぞ
れ

記
せ
。

傍
線
部
H

「
黒
田
侯
御
帰
国
ノ
時
、
大
坂
ノ
御
屋
敷
へ
召
シ
テ
次
ニ
テ
ハ
ナ
サ
セ
聞
キ
玉
ヒ
、

世
上
へ
出
シ
、
使
番
、
聞
番
、
留
守
居
ノ
役
一
一
イ
ヽ
ッ
ケ
侍
ラ
バ
、
カ
ユ
キ
所
へ
手
ノ
ト
ゞ

ク
ヤ
ウ
ニ
ア
ラ
ン
人
ガ
ラ
ト
称
シ
玉
フ
ヨ
シ
」
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
共
通
C
】
近
世
文
学
（
中
嶋

（
問
題
）
次
の
文
章
は
、
井
原
西
鶴
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ

を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
問
い
の
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

隆）

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

・

共

通

【

国

語

教

育

専

攻

】

1, 99999,9 

西
鶴
』
よ
り
）

・テー げ



〔
共
通

D
〕

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
R
共
通
]
【
国
語
教
育
専
攻
】

中
国
古
典
文
学

次

に

示

す

の

は

、

「

阿

倍

仲

麻

呂

の

青

春

」

（

王

勇

『

唐

か

ら

見

た

遣

唐

使

』

所

収

）

と

題
す
る
文
の
一
節
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
堀
誠
）
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問

五
問
四

問 問 問

明
し
な
さ
い
。

「
玄
宗
」

「
安
禄
山
」

（
口
）

（
イ
）

「
王
維
」

に
つ
い
て
、

こ
の
和
歌
は
、

次

の

和

歌

は

、

阿

倍

仲

麻

呂

が

唐

の

地

で

望

郷

の

思

い

を

詠

ん

だ

作

と

い

わ

れ

る

。

あ

ま

は

ら

か

す

が

み

か

さ

天

の

原

ふ

り

さ

け

見

れ

ば

春

日

な

る

三

笠

の

山

に

い

で

し

月

か

も

勅

撰

和

歌

集

と

し

て

最

初

に

編

纂

さ

れ

た

『

E
ロ
ロ
]
』
に
入
集
し
、

と
し
て
出
て
い
る
。

「
遣
唐
使
」

の
廃
止
を
建
議
し
た
人
物
は
、

の
政
治
と
ロ
マ
ン
ス
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
書
き
な
さ
い
。

「
楊
貴
妃
」

人
物
は
誰
か
、

あ
な
た
が
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
詩
篇
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
白
居
易
」

答
え
な
さ
い
。

空

欄

A
に
は
書
名
を
、

ま
た
[
い
臼
]
の

空
欄

B
に
は
人
名
を
、

こ
の
和
歌
の
意
味
を
説
明
し
な
さ
い
。

『
土
佐
日
記
』

と
い
う
人
名
を
用
い
る
こ
と
。

に

は

初

句

を

次

の

文

に

関

す

る

ん
で
ま
と
め
な
さ
い
。

『

（
イ
）

（
口
）

阿
倍
仲
麻
呂
の
生
涯
に
関
し
て
、

【
以
上
】

そ
の
際
、

二
0
二
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

R

共

通

【

国

語

教

育

専

攻

】

しー一'

「
青
海
原
」

学
問
の
神
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
入
れ
な
さ
い
。

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
。

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

説
こ
の

よ
く
読

I ¢ 



健
三
と
養
父
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
語
り
方
を
参
考
に
し
て
｀

答
え
な
さ
い
。

問
二
健
三
と
細
君
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
語
り
方
を
参
考
に
し
て
、

答
え
な
さ
い
。

問

【
共
通
E
】以

下
に
示
す
の
は
夏
目
漱
石
『
道
草
』
(
-
九
一
五
年
）
の
第
一
章
の
全
文
で
す
。
「
健
三
」

リ
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
大
学
教
授
の
よ
う
で
す
。
こ
の
日
彼
が
出
会
っ
た
の
は
、

の
養
父
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
あ
と
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

け

ん

ぞ

｀

っ

＊

＊

こ

ま

ご

め

＊

健
三
が
遠
い
所
か
ら
帰
っ
て
来
て
駒
込
の
奥
に
世
帯
を
持
っ
た
の
は
東
京
を
出
て
か
ら
何
年
目
に

さ

び

み

な
る
だ
ろ
う
。
彼
は
故
郷
の
土
を
踏
む
珍
ら
し
さ
の
う
ち
に
一
種
の
淋
し
味
さ
え
感
じ
た
。

彼
の
身
体
に
は
新
ら
し
く
後
に
見
捨
て
た
遠
い
国
の
臭
が
ま
だ
付
着
し
て
い
た
。
彼
は
そ
れ
を
忌

ん
だ
。
一
日
も
早
く
そ
の
臭
を
振
い
落
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
の
臭
の
う

か
え

ち
に
潜
ん
で
い
る
彼
の
誇
り
と
満
足
に
は
却
っ
て
気
が
付
か
な
か
っ
た
。

彼
は
こ
う
し
た
気
分
を
有
っ
た
人
に
有
勝
な
落
付
の
な
い
態
度
で
、
千
駄
木
か
ら
追
分
へ
出
る
通

へ
ん

り
を
日
に
二
返
ず
つ
規
則
の
よ
う
に
往
来
し
た
。

．
j

さ
め

あ
る
日
小
雨
が
降
っ
た
。
そ
の
時
彼
は
外
套
も
雨
具
も
着
け
ず
に
、
た
だ
傘
を
差
し
た
だ
け
で
、

ほ
ん
ご
う

何
時
も
の
通
り
を
本
郷
の
方
へ
例
刻
に
歩
い
て
行
っ
た
。
す
る
と
車
屋
の
少
し
さ
き
で
思
い
懸
け
な

ね

づ

ご

ん

げ

ん

＊

あ

が

い
人
に
は
た
り
と
出
会
っ
た
。
そ
の
人
は
根
津
権
現
の
裏
門
の
坂
を
上
っ
て
、
彼
と
反
対
に
北
へ
向

な

が

け

ん

い
て
歩
い
て
来
た
も
の
と
見
え
て
、
健
三
が
行
手
を
何
気
な
く
眺
め
た
時
、
十
間
位
先
か
ら
既
に
彼

そ
ら

の
視
線
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
思
わ
ず
彼
の
眼
を
わ
き
へ
外
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
ば

彼
は
知
ら
ん
顔
を
し
て
そ
の
人
の
傍
を
通
り
抜
け
よ
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
彼
に
は
も
う
一
遥
こ

”
た
が
い

の
男
の
眼
鼻
立
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
御
互
が
二
三
間
の
距
離
に
近
づ
い
た
頃
又

じ
つ

ひ
と
み
眸
を
そ
の
人
の
方
角
に
向
け
た
。
す
る
と
先
方
で
は
も
う
く
に
彼
の
姿
を
凝
と
見
詰
め
て
い
た
。

疾

し

ず

か

は

そ

往
来
は
静
で
あ
っ
た
。
二
人
の
間
に
は
た
だ
細
い
雨
の
糸
が
絶
問
な
く
落
ち
て
い
る
だ
け
な
の
で
、

御
互
が
御
互
の
顔
を
認
め
る
に
は
何
の
困
難
も
な
か
っ
た
。
健
三
は
す
ぐ
眼
を
そ
ら
し
て
又
真
正
面

を
向
い
た
ま
ま
歩
き
出
し
た
。
け
れ
ど
も
相
手
は
道
端
に
立
ち
留
ま
っ
た
な
り
、
少
し
も
足
を
運
ぶ

気
色
な
く
、
じ
っ
と
彼
の
通
り
過
ぎ
る
の
を
見
送
っ
て
い
た
。
健
三
は
そ
の
男
の
顔
が
彼
の
歩
調
に

つ
れ
て
、
少
し
ず
つ
動
い
て
回
る
の
に
気
が
着
い
た
位
で
あ
っ
た
。

は

た

彼
は
こ
の
男
に
何
年
会
わ
な
か
っ
た
ろ
う
。
彼
が
こ
の
男
と
縁
を
切
っ
た
の
は
、
彼
が
ま
だ
二
十

歳
に
な
る
か
な
ら
な
い
昔
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
に
十
五
六
年
の
月
日
が
経
っ
て
い

あ
い
だ

る
が
、
そ
の
間
彼
等
は
つ
い
ぞ
一
度
も
顔
を
合
せ
た
事
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ひ
げ

彼
の
位
地
も
境
遇
も
そ
の
時
分
か
ら
見
る
と
ま
る
で
変
っ
て
い
た
。
黒
い
髭
を
生
し
て
山
高
帽
を

か

ぶ

ほ

う

ず

あ

た

主

お

も

か

"

被
っ
た
今
の
姿
と
坊
主
頭
の
昔
の
面
影
と
を
比
べ
て
見
る
と
、
自
分
で
さ
え
隔
世
の
感
が
起
ら
な
い

と
も
限
ら
な
か
っ
た
。
然
し
そ
れ
に
し
て
は
相
手
の
方
が
あ
ま
り
に
変
ら
な
過
ぎ
た
。
彼
は
ど
う
勘

は

ず

な

ぜ

定
し
て
も
六
十
五
六
で
あ
る
べ
き
筈
の
そ
の

K
の
髪
の
毛
が
、
何
故
今
で
も
元
の
通
り
黒
い
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
、
心
の
う
ち
で
怪
し
ん
だ
。
帽
子
な
し
で
外
出
す
る
昔
な
が
ら
の
癖
を
今
で
も
押
通
し

て
い
る
そ
の
人
の
特
色
も
、
彼
に
は
異
な
気
分
を
与
え
る
媒
介
と
な
っ
た
。

も
と

彼
は
固
よ
り
そ
の
人
に
出
会
う
事
を
好
ま
な
か
っ
た
。
万
一
出
会
っ
て
も
そ
の
人
が
自
分
よ
り
立

去
の
あ
た
り

な

り

派
な
服
装
で
も
し
て
い
て
呉
れ
れ
ば
好
い
と
思
っ
て
い
た
。
然
し
今
目
前
見
た
そ
の
人
は
、
あ
ま

り
裕
福
な
境
遇
に
居
る
と
は
誰
が
見
て
も
決
し
て
思
え
な
か
っ
た
。
帽
子
を
被
ら
な
い
の
は
当
人
の

自
由
と
し
て
も
、
羽
織
な
り
着
物
な
り
に
就
い
て
判
断
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
し
て
も
中
流
以
下
の
活

計
を
営
ん
で
い
る
町
家
の
年
寄
と
し
か
受
取
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
人
の
差
し
て
い
た
洋
傘
が
、

け
・
じ
ゅ
す
＊

重
そ
う
な
毛
謡
子
で
あ
っ
た
事
に
ま
で
気
が
付
い
て
い
た
。

そ
の
日
彼
は
家
へ
帰
っ
て
も
途
中
で
会
っ
た
男
の
事
を
忘
れ
得
な
か
っ
た
。
折
々
は
道
端
へ
立
ち

止
ま
っ
て
凝
と
彼
を
見
送
っ
て
い
た
そ
の
人
の
眼
付
に
悩
ま
さ
れ
た
。
然
し
細
君
に
は
何
に
も
打
ち

き

げ

ん

明
け
な
か
っ
た
。
機
嫌
の
よ
く
な
い
時
は
、
い
く
ら
話
し
た
い
事
が
あ
っ
て
も
、
細
君
に
話
さ
な
い

の
が
彼
の
痒
で
あ
っ
た
。
細
君
も
黙
っ
て
い
る
夫
に
対
し
て
は
、
用
事
の
外
決
し
て
口
を
利
か
な
い

女
で
あ
っ
た
。

（
こ
れ
は
研
究
指
導
に

r'’',., 

「
石
原
千
秋
」
を
希
望
す
る
受
験
生
の
た
め
の
問
題
で
す
。
）

専
門
科
目． 
共
通
し

は
イ
ギ

幼
い
と
き

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

1
0
 
1
0
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
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間
~
一

問

委
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
囚
の
短
歌
の
解
釈
を
記
し
な
さ
い
。

〖
共
通F
〗

次
の
文
章
は
、
前
田
愛
「
啄
木
に
お
け
る
都
市
の
発
見
」

さ
い
。石

川
啄
木
の
『
一
握
の
砂
』r悲
し
き
玩
具
』
が
停
車
場
・
公
園
二
病
院
•
新
聞
社
・
銀
行
・
電
車
・
鑓
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
都
市
の
装
置
を
彼
以
前
の
ど
の
歌
人
よ
り
も
大
胆
に
歌
材
と
し
て
選
び
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
だ
ろ
う
。
短
歌
に
お
け
る
都
市
の
発
見
は
、
啄
木
に
は
じ
ま
る
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。

啄
木
は
、
彼
自
身
の
心
を
共
嗚
板
と
し
て
、
ム
ラ
共
同
体
の
絆
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
の
「
孤
独
な
群
集
」
の

心
を
歌
い
あ
げ
た
。
彼
の
や
わ
ら
か
い
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
都
会
風
最
の
破
片
た
ち
は
、
二
つ
の
歌
集
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
不
思

議
な
蛍
光
を
放
っ
て
い
る
。

累
に
と
っ
て
、
彼
の
視
線
が
と
ら
え
た
都
市
の
風
景
な
い
し
は
都
市
の
住
人
は
、
同
時
に
ま
た
彼
を
み
つ
め
か
え
し
て
く
る

冷
や
か
な
ま
な
ざ
し
で
も
あ
っ
た
。
「
鏡
屋
の
前
に
来
て
／
ふ
と
鵞
き
ぬ
／
見
す
ぽ
ら
し
げ
に
歩
む
も
の
か
も
j

「
わ
れ
飢
ゑ
て
あ

る
日
に
／
細
き
尾
を
捧
り
て
／
飢
ゑ
て
我
を
見
る
犬
の
面
よ
し
」
ー
ー
こ
の
二
つ
の
歌
の
主
題
は
、
鏡
像
の
恐
怖
、
あ
る
い
は
戯

れ
で
あ
る
が
、
見
る
か
か
が
容
易
に
見
ら
わ
る
か
の
に
変
換
す
る
機
構
は
、
都
市
の
街
路
が
視
線
の
劇
場
と
し
て
、
そ
こ
に
生
活

す
る
人
び
と
の
強
迫
観
念
を
促
し
た
て
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
走
る
街
路
と
し
て
の
電
車
は
、
座
席
が
固
定
さ
れ
て
い
る

だ
け
に
、
い
っ
そ
う
堪
え
が
た
い
視
線
の
劇
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

い
つ
も
逢
ふ
電
車
の
中
の
小
男
の

餌
あ
る
叫

こ
の
ご
ろ
気
に
な
る

小
男
の
「
稜
あ
る
眼
」
は
、
お
そ
ら
く
啄
木
自
身
の
も
の
で
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
お
互
い
に
一
語
も
交
わ
し
あ
う
こ
と
な

く
敵
意
を
こ
め
た
視
線
を
注
ぎ
あ
う
負
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
う
し
た
人
間
関
係
を
つ
く
り
だ
す
場
と
し
て
の
市
電
が
東

京
市
中
を
走
り
は
じ
め
た
の
は
、
『
一
握
の
砂
』
の
出
版
か
ら
わ
ず
か
六
年
前
の
明
治
三
十
七
年
だ
っ
た
。
田
山
花
袋
が
啄
木
よ

り
も
一
足
は
や
く
、
甲
武
線
の
電
車
の
な
か
で
、
視
姦
に
耽
る
中
年
男
を
戯
画
化
し
た
短
篇
「
少
女
病
」
を
書
い
た
の
は
明
治
四

十
年
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
啄
木
は
都
市
が
つ
く
り
だ
す
見
知
ら
ぬ
他
者
と
の
無
数
の
出
会
い
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
た
詩
人
だ
っ
た
。

お
そ
ら
く
北
海
道
を
漂
泊
し
て
い
た
と
き
に
体
験
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
記
憶
が
、
東
京
の
生
活
の
な
か
に
も
生
き
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
「
夜
お
そ
く
停
車
場
に
入
り
／
立
ち
坐
り
／
や
が
て
出
で
ゆ
き
ぬ
帽
な
き
男
」
「
公
園
の
隅
の
ベ
ン
チ
に
／
二
度
ば
か

り
見
か
け
し
男
／
こ
の
ご
ろ
見
え
ず
」
「
忘
ら
れ
ぬ
顔
な
り
し
か
な
／
今
日
街
に
／
捕
吏
に
ひ
か
れ
て
笑
め
る
男
は
」
「
路
傍
の
切

石
の
上
に
／
腕
洪
み
て
／
空
を
見
上
ぐ
る
男
あ
り
た
り
「
つ
と
暗
き
小
路
を
出
で
て
／
街
燈
を
見
あ
げ
し
女
／
下
谷
の
女
」

i

j
 

レ

a
．ー
ツ
セ
ン
ス

ー
互
い
に
言
葉
を
か
け
あ
う
こ
と
も
な
く
す
れ
ち
が
っ
た
こ
れ
ら
の
他
者
た
ち
は
、
視
覚
的
な
記
憶
の
痕
跡
を
啄
木
の
心
に
と
ど

め
た
だ
け
で
、
そ
の
実
体
は
都
会
の
雑
踏
の
な
か
に
ま
ぎ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
一
瞬
の
出
会
い
の
後
に
視
界
か
ら
永
久
に

消
え
て
し
ま
う
か
れ
ら
と
啄
木
と
は
同
じ
都
市
居
住
者
と
し
て
の
宿
命
を
わ
か
ち
も
っ
て
い
る
。
「
い
つ
と
な
く
我
に
あ
ゆ
み
寄

り
、
／
手
を
握
り
、
／
ま
た
い
つ
と
な
く
去
り
ゆ
く
人
人
1
・
」
ー
ー
こ
の
歌
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
都
市
で
育
て
あ
げ
ら
れ
た

人
間
関
係
は
、
結
局
、
こ
の
街
な
か
で
の
行
き
ず
り
の
出
会
い
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
し
か
な
い
と
い
う
啄
木
の
苦
い
認
識
で
あ
る
。

傍
線
部
「
都
市
居
住
者
と
し
て
の
宿
命
j

と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
中
の
語
句
を
用
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

應
一
日
本
近
代
文
学
の
中
で
「
都
市
」
を
描
い
た
作
品
を
1

つ
取
り
あ
げ
、
そ
こ
に
ど
ん
な
「
都
市
の
風
景
な
い
し
都
市
の
住
人
」

が
描
か
れ
た
か
、
あ
な
た
の
知
る
と
こ
ろ
を
述
ぺ
な
さ
い
。

『
9 9,  

:;.oo 

専
門
科

o

共
通
L 

-
0
二
0
年
度

修
士
課
程

以

上

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

の
一
箇
で
あ
る
。
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
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